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返事が遅くなって申し訳ありません。　折角、ご案内頂きましたが体調不調により

欠席　します

もっと早く返事を出すつもりでいましたが、あれこれと用件が重なり機を逸してしま

いました。

身体の異常は、8年前に肉腫（ガンと同質）で右腎臓を丸々摘出手術したことから始

まることに。身体は脊椎と腹筋で支持されているのだけれど、腹を横に30cm切った

ので脊椎だけが身体の支持していることに、それで体重が腰にかかり退院して相当な

期間歩けなかった。この時期ごみ処理施設のコンサルタントをしていたのだけれど、

役所に人は「無理をしないで」と言う言葉とは裏腹に現場の検査には来てと言う。途

中で歩けなくなって「先に行ってて下さい。追いつきますから」と休み休み階段を上

って行ったことを思い出します。

3年後には残った腎臓が不全で入院、その一年後には手術が原因の腸閉塞でまた入

院。ガンの転移の監視と治療は継続中。

今は、両肩とも腱板断裂（左は4枚中3枚、右は2枚断裂）で取り敢えず痛みの酷

い左を手術。8週間装具で固定したのでなかなか動きが戻らない。それで不自由な暮

らしをしている最中で回復まで1年とも2年とも青われている状況です。

今、動かない上、歩く振動だけでも手術した肩に痛みが出るので再断裂したかも、

そうなると再手術もあり。不安。運転も手に負荷を掛けることもドクターストップ。

もう一つ厄介なのは、どうしたことか8年前の手術（30cm切断）の傷跡のケイレ

ンが頻繁にするようになったの。ちょっと前かがみになると駄目。一日中ケイレンと

の闘い。実に困っています。　これが今切実な悩みです。

ちょっと遠くでの買い物とか泊りがけの旅行などは家内と娘、私は留守番役です。

年をとるとその他にも色々あって、膝痛は、以前は関節注射で痛みが取れたけど今

では効果がない。血圧が高いので歩くよう医者から言われていますが出来ません。

肩を手術する前どうしても帰省する用事ができて車で帰ったのだけれど、前立腺肥

大症、10分走ればトイレ駐車。幸い高速道ではそんな間隔でパーキングがあるので助

かったのだけれど、一般道では困った。立ち00とはいかないし、どうしょうか、そ

んなときスーパーを旦つけてちょっとご免なさい。いつもなら墓参りを含めて3回休

みでよいのだけれど8回も休むことに。

長距離運転はもうこりごりだとつくづく思ったものでした。
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前立腺肥大症の薬は腎臓によくないと処方してくれなくなったので、治療はまった

く出来ていないのです。

若い頃、野球ではノーヒットノーランをして優勝投手になったり、ソフトボールで

は兎に角打ちまくり、トロフィーや楯を沢山貰った面影など全くないこの頃。

使い古した身体の部品の交換はきかないから仕方がない、若い頃から身体に負担を掛

けたぶん年とってそうした付けが廻ってきたって感じですね。お手上げです。

一度、皆さんの顔を見たいと思っていますが、今回もこんなことで失礼させて頂き

ます。みなさんには、くれぐれもよろしくそして一日も長くお元気でお過ごしになる

ようお伝え下さい。盛会を祈ります。

〝ノ∠・～、ブ

三言∵．家

写真は、手術後の肩の固定装具。寝るときも付けたまま。風呂に入るときには発泡ス

チロール製の装具に付け替える。発砲スチロールは浮くので肩を動かすことになるの

で入浴せずシャワー。こんな生活が8週間。

入院中は娘より若い看護婦さんにお世話になった。この年でもちょっと照れくさい想

い。
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、‘珠美jZ昇阜のみをさん　阜猿谷拘る金谷を親します

3　シー 　現在の住まい（中央茶色の建物）は田園地帯です 

葵　原田利幸さんがご苦労された三洋電子の隣接地です 

こ　　　　　　　　　　　　●　　　′　＿＿ノ′

申祖くんとは月一回文通している

リビングから見える

関門海峡の景色

数年前から女房を介護する状態となり
今回も参加ができません残念です。

古希と言えば高齢者の仲間入りですが

老いと戦い、志高く、希望をもって暮らしましょう。

〒751－08弼

下関市石原128－6アールゲィル新下関802号

寺　戸　淳　ニ

ケイタイ　090－4650－7264
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